提出書類チェックシート（実績報告時：事業区分②）
· 下記項目について全て確認し，提出書類と一緒に提出してください。
 １　交付申請書（第６号様式）

	チェック
	確認事項

	
	提出日は正しい日付が記入されているか。

（事業が完了してから30日以内，または令和６年３月11日のいずれか早い日を記入。）

	
	知事の氏名は「鹿児島県知事　塩田　康一」と正しく記入されているか。

	
	補助事業者の住所・申請者等は正しく記入されているか。

　※交付申請時の申請者名と同じ内容を記入すること。

	
	その他，記入漏れ，誤字・脱字等はないか。


２　事業実績報告書（第６号様式別紙１－２）

	チェック
	確認事項

	
	申請時の事業内容から変更はないか。（軽微な変更を除く。変更があった場合は，至急，連絡してください。）

	
	実施時期は，交付決定日から令和６年３月10日までの間になっているか。

	
	添付資料は漏れなく添付されているか。

	
	活動の趣旨・目的及び内容，成果等は，より正確に，具体的に記入されているか。

	
	今回の事業結果をふまえ，実施後３年の活動計画及び目標を整理し，具体的に記入されているか。

	
	担当者連絡先（〒・住所・担当者氏名・電話番号等）は正しく記入されているか。

	
	その他，記入漏れ，誤字・脱字等はないか。


３　収支精算書（第６号様式別紙２－１）

	チェック
	確認事項

	
	申請者名（右上）は記入されているか。

	
	対象外経費が計上されていないか。

	
	実施期間（交付決定日から令和６年３月10日）内の経費が計上されているか。
※実施期間外の経費は助成対象外のため計上しないこと。

	
	各項目の中に入る内容は適切か。

（どの項目に入れて良いか分からない場合は，確認してください。）

	
	内訳の欄は（○○－○○間の交通費（往復）○○円×○人×○回＝○○円）のように分かりやすく記入されているか。

	
	内訳及び決算額の欄は円単位で記入されているか。

	
	内訳の欄の合計額が決算額の欄に正しく反映されているか。

	
	小計，総額等の合計額は正しく計算されているか。

	
	収入の総額と支出の総額は同額になっているか。

	
	収入の総額は(ｲ)小計，(ﾛ)自己負担金，(ﾊ)助成金の合計となっているか。

	
	助成金額は内示額の範囲内か。

※助成金額は内示額の範囲内で，実績総額の１／２以内。

実績総額が応募時の予算額より少なくなった場合，助成金額の変更の可能性があります。

	
	その他，記入漏れ，計算誤り等はないか。


（→裏面に続く）
４　支出明細内訳書及び助成対象経費の支出を証する帳簿，領収書等の写し

	チェック
	確認事項

	
	支出明細内訳書が作成されているか。

	
	支出明細内訳書に助成対象外経費が記載されていないか。

	
	支出明細内訳表の番号と領収書の右上に付した番号が対応しているか。

※提出する領収書は付した番号の順に並べてください。

	
	領収書等の日付は漏れなく記載されているか。対象期間（令和５年４月１日から遅くても令和６年３月10日）内の日付になっているか。

※実施期間外の経費は助成対象外のため計上しないこと。

	
	領収書等の宛名は申請者（の代表者）宛てとなっているか。

	
	領収書の但し書きは正確に記入されているか。

	
	領収書等の領収印，収入印紙（受取金額が５万円以上の場合）等は漏れていないか。

	
	口座振込による支出の場合は，請求書の写し及び振込依頼書(または口座振込の利用明細表)の写しを添付しているか。

	
	口座引落による支出の場合は，請求書の写し及び通帳(引落が確認できる箇所)の写しを添付しているか。

	
	アルバイト等の賃金の支払いがある場合，出勤簿等を添付しているか。

	
	需用費，役務費，使用料・賃借料及び委託料の支払いがある場合，見積書（原則複数）の写しなどを添付し，内容（品名，業務，数量，使用施設・設備名，回数，単価，時間等）及び積算の根拠を明確にしているか。


